
山
陰
両
県

へ
の
２
０
■
２
年

度
の
Ｕ

◆
Ｉ
夕
■
ン
者
数
が
計

１
２
７
０
人
で
、
過
去
５
年
で

最
多
と
な

つ
た
こ
と
が
両
県
の

集
計
で
分
か

っ
た
。
東
日
本
大

震
災
以
降
、
高
ま
る
安
全
志
向

や
ふ
る
さ
と
回
帰
の
動
き
が
活

発
と
な

っ
た
こ
と
に
加
え
、
県
（

市
町
村
が
定
住
対
策
を
充
実
さ

せ
た
こ
と
が
奏
功
し
た
と
み
ら

れ
る
Ю
多
悶
国
測
糊
曇
劇

剰
罰
以
増
ｇ
目
驚
樹

細

困

蟄

図

園

圏

彗

む
】
。
両
県
の
合
計
は
０８
年
度

（
４
９
８
人
）
か
ら
右
肩
上
が

り
で
、
５
年
間
で
２

・
６
倍
と

な

っ
た
。
　

一

定
住
策
が
奏
功

県
別
の
内
訳
は
、
鳥
取
県
が
、

集
計
を
始
め
た
０７
年
度
以
降
最

多

の
７
０
６
人

で
い
１１
年
度

（
５
０
４
人
）
と
比
べ
４０
晰
増
。

島
根
県
は
い
０８
年
度
以
降
の
５
‐‐

昨
年
度

＞

０

０

０

０

伏

２０

００

８０

６０

年
間
で
Ｈ
年
度
６
０
３
人
に
次

ぐ
５
６
４
人
だ

つ
た
”

市
町
村
別
で
鳥
取
県
は
、
鳥

取
市
が
両

県
最
多

の
２
０
９

人
。
ほ
か
に
Ｈ
年
度
と
比
べ
大

山
町
が
２
人
か
ら
６７
人
ヽ
米
子

市
が
４
人
か
ら
６‐
人
、
智
頭
町

が
９
人
か
ら
６３
人

へ
と
大
幅
に

増
え
た
０
　
　
　
　
一

一

島
根
県
内
の
最
多
は
大
田
市

の
７‐
人
。
出
雲
市
６５
人
、
西
ノ

島
町
４５
人
＾
邑
南
町
４２
人
が
続

い
た
。
Ｈ
年
度
１
０
７
人
の
松

江
市
が
７５
晰
減
の
２７
人
で
県
全

体
の
数
字
は
下
が

っ
た
が
、
町

村
部
は
合
計
２
７
０
人
で
、
２０

物
増
だ

っ
た
。

両
県
に
よ
る
と
、
都
会
地
で

開
い
て
い
る
定
住
フ
ェ
ア
、
相

談
会
の
来
場
者
数
は
増
加
傾
向

が
続
い
て
お
り
（
地
方

へ
の
移

住

二
■
ズ
と
ヽ
空
き
家
を
活
用

し
た
住
居
整
備
や
専
用
サ
イ
ト

な
ど

の
情
報
発
信

の
強

化
な

ど
、
市
町
村
の
定
住
支
援
の
取

り
組

み
が
実

っ
て

い
る
と

い

つつ
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

ま
た
、
相
談
者
、
移
住
者
と

も
２０
～
４０
代
の
子
育
て
世
代
が

目
立

つ
こ
と
な
ど
か
ら
、
東
日

本
大
震
災
を
機
に
全
国
的
な
安

全
志
向
の
高
ま
り
も
背
景
に
あ

る
と
み
て
い
る
。
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